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本コーナーに出演いただくお子さんを募 
集します。対象は市内在住で２歳までの 
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふり 
がな）、性別、生年月日、保護者の氏名、 
電話番号とコメント（４０字以内）を添えて、
秘書広報課「すくすく日記係」へお送り 
ください。 

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
美
夢
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
よ
く
、
笑
顔
の
素

敵
な
女
の
子
に
な
っ
て
ね
。

（
父　
隆
介
・
母　
郁
恵
、
加
陽
）

（平成１６年３月２３日生）
西 浦 美  夢 

み ゆ

ちゃん

初
め
て
地
域
の
祭
り
に
参
加
で
き
て

超
ご
機
嫌
。
来
年
も
元
気
に
祭
り
に

出
よ
う
ね
。

（
父　
輝
・
母　
さ
と
美
、日
高
町
太
田
） （平成１６年４月１３日生）

小 西 深  月 
み づき

ちゃん

義
暁
の
笑
顔
で
み
ん
な
幸
せ
で
す
。

す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ネ
！

（
父　
義
信
・
母　
礼
江
、日
高
町
江
原
） （平成１６年３月３日生）

朝 倉 義  暁 
よし き

ちゃん

▽
藤
原 
紘 
道
   

（
泉
町
）

ひ
ろ 
み
ち

　

藤
原
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

合
唱
団
等
の
指
導
・
育
成
を
行
い
、

但
馬
地
方
の
音
楽
文
化
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

▽
岡
田　

茂
（
下
陰
）

■　

年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表
彰

３０
▽
木
瀬 
堯  
后 
（
竹
野
町
小
丸
）　

た
か 

み

■
功
労
章

▽
後
藤
秀
士
（
瀬
戸
）

▽
貝
口
正
義
（
駄
坂
）

▽
井
上
俊
宏
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
小
田
惠
治
（
竹
野
町
河
内
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
谷
田
耕
一
（
辻
）

▽
松
井
勝
己
（
塩
津
町
）

▽
西
村
正
明
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
藤
本
俊
幸
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
木
下　

肇
（
竹
野
町
轟
）

▽
成
田
安
浩
（
日
高
町
久
斗
）

▽
加
藤
一
夫
（
出
石
町
奥
小
野
）

▽
森
下
徳
之
（
但
東
町
久
畑
）

▽
太
田
和
宏
（
但
東
町
唐
川
）

▽
松
本
寛
二
（
津
居
山
）

▽
福
田
鉄
夫
（
但
東
町
出
合
）

■
兵
庫
県
知
事
表
彰

▽
三
多　

博
（
日
高
町
江
原
）

■
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰

▽
岡
本
直
樹
（
日
高
町
山
宮
）

（　

月
６
日
、
朝
来
市
）

１１

〈
男
子
〉

■
準
優
勝　

豊
岡
市
Ａ
チ
ー
ム

■
三　

位　

日
高
Ａ
チ
ー
ム

〈
女
子
〉

■
優　

勝　

豊
岡
市
Ａ
チ
ー
ム

■
準
優
勝　

日
高
チ
ー
ム

■
推
薦

▽
小
林　

克
己
（
栄
町
）

■
特
選

▽
近
藤
ひ
ろ
え
（
明
石
市
）

▽
松
岡　
 
煌  
三 
（
中
陰
）

こ
う 
ぞ
う

■
準
特
選

▽
秋
山　
　

薫
（
山
王
町
）

▽
竹
村　

貞
夫
（
日
高
町
栗
山
）

▽
多
田　

尚
敬
（
出
石
町
丸
中
）

▽
中
田　
　

稔
（
竹
野
町
切
浜
）

▽
中
村　

博
一
（
京
丹
後
市
）

＊
入
賞
作
品
は
、
１
月
５
日
ま
で
、

Ｊ
Ｒ
江
原
駅
Ｗ
ｅ
ぷ
ら
ざ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

第　

回
全
国
体
育
指
導

４６
委

員

研

究

協

議

会

兵

庫

県

水

産

賞

但
馬
市
町
対
抗
駅
伝

（
敬
称
略
）

ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
お
兄
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
な
り
お
�

�

。
や
さ
し
い
女
の
子

に
な
っ
て
ね
。

（
父　
朋
昌
・
母　
美
香
、竹
野
町
竹
野
） （平成１６年３月２２日生）

福 丸 璃  桜 
り お

ちゃん

プ
チ
ブ
タ
な
ひ
び
た
ん
！
い
っ
ぱ
い

笑
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
�
元
気

い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
な
あ
れ
！ 

　
（
父　
充
宏
・
母　
真
利
、
一
日
市
）

（平成１７年８月１８日生）
安 田　  響 

ひびき

ちゃん

と

も

し

び

の

賞

兵

庫

県

消

防

功

労

知

事

表

彰

兵
庫
県
国
民
健
康
保
険

功

労

者

表

彰

子
ど
も
会
永
年
指
導
者

・

育

成

者

表

彰

神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

写

真

コ

ン

テ

ス

ト
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月の主な行事 

平成１８年 

1
JANUARY

元旦
●お正月を但馬ドームですごそう

（～２日、但馬ドーム）

（日）１

振替休日（月）２
●コウノトリの郷公園＆

コウノトリ文化館特別開園（～４日）
（火）３

●豊岡市賀詞交換会
（１１：００～、豊岡市民プラザ）

（水）４

（木）５
●竹野消防団出初式

（９：３０～、竹野中学校体育館）
（金）６

●城崎消防団出初式
（９：００～、城崎総合支所）

●出石消防団出初式
（９：３０～、出石中学校体育館）

●子育て講演会「やっぱ『子どもは親のかが
み』だった」（１０：３０～、豊岡市民プラザ）

（土）７

●豊岡消防団出初式（９：００～、市民体育館）
●成人式（１１：００～、市民会館）

（日）８

成人の日
●但東消防団出初式

（９：３０～、但東中央体育館）
●大わらじ・大ぞうり奉納　（日高町田ノ口）

（月）９

●宵田十日えびす（日高町宵田）（火）１０
●防災・減災を語る会

（１９：３０～、三江公民館）
（水）１１

●防災・減災を語る会
（１９：３０～、豊岡公民館）

（木）１２

（金）１３
●テニスクリニック（１４：００～、但馬ドーム）
●初春プラザ寄席「ふれ愛亭」

（１９：００～、豊岡市民プラザ）

（土）１４

●市民スキー教室
（８：００～、アップ神鍋スキー場）

（日）１５

（月）１６
●鳥居橋通行止め（１３：００～）（火）１７

（水）１８
（木）１９

●なかよし広場（９：３０～、豊岡市民プラザ）（金）２０
●司法書士による無料相談会

（１３：００～、市民会館）
●サロンコンサート

（１３：００～、豊岡市民プラザ）
●但馬国府・国分寺館特別講演会「キトラ古
墳の最新成果」
（１３：３０～、日高農村環境改善センター）

●としょかん講演会
（１３：３０～、豊岡市立図書館）

（土）２１

●但馬長寿の郷住まいの相談会
（１３：００～、但馬長寿の郷）

（日）２２

●子育て座談会　パート２
（１３：３０～、豊岡市民プラザ）

●防災・減災を語る会
（１９：３０～、城崎総合支所）

（月）２３

●防災・減災を語る会
（１９：３０～、竹野総合支所）

（火）２４

●防災・減災を語る会
（１９：３０～、日高農村環境改善センター）

（水）２５
●確定申告説明会

（１４：００～、豊岡市民プラザ）
（木）２６
（金）２７

●子育て支援推進講演会
（１３：００～、市民会館）

（土）２８

●カニ王国イベント
（１０：００～、ＪＲ城崎温泉駅前）

●アカペリンピック　ｉｎ　とよおか
（１５：００～、市民会館）

（日）２９

●子どものからだ育ち講座－母乳の話－
（１３：３０～、豊岡市民プラザ）

●防災・減災を語る会
（１９：３０～、出石総合支所）

（月）３０

●税理士による譲渡所得の申告説明会
　（１３：００～、豊岡税務署）

●防災・減災を語る会
（１９：３０～、但東市民センター）

（火）３１

平成１７年１２月１日現在 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

92,623 

44,432 

48,191 

31,534

▼
新
市
広
報
も
早
、　

号
と
な
り
ま
し

１７

た
が
、
「
身
近
な
情
報
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
」
こ
と
、
「
見
や
す
い
紙
面

づ
く
り
」
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
出
会
い
や

皆
さ
ん
の
取
材
へ
の
ご
協
力
に
は
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市

広
報
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
○Ｈ
 

▼
街
角
に
飾
ら
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
点
滅
を
目
に
す
る
と
心
温
ま
り
ま

す
。
し
か
し
、
自
宅
に
帰
っ
て
部
屋
の

蛍
光
管
が
点
滅
し
て
い
る
と
気
持
ち
は

一
気
に
ブ
ル
ー
に
。
同
じ
電
気
の
点
滅

で
、
な
ぜ
こ
う
も
気
分
が
違
う
の
？
○Ｏ
 

▼
今
年
は
戌
年
。
年
男
・
年
女
の
方
々

に
は
、
各
地
域
か
ら
新
た
な
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
今
年

は
何
事
に
も
懸�
命
に
ワ
ン
�

�

ス
テ
ッ
プ
で

き
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
い

い
意
味
で
の
「
広
報
�

�

も
歩
け
ば
○
○
に

当
た
る
」
と
い
き
た
い
も
の
で
す
。
○Ｙ
 

▼
広
報
作
成
を
担
当
し
て
、
は
や
半
年
。

ペ
ン
と
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
市
内
を
奔
走

し
ま
し
た
。
見
て
聞
い
た
こ
と
を
「
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
る
」
こ
と
に
、
い

ま
だ
悪
戦
苦
闘
し
、
原
稿
と
に
ら
め
っ

こ
。
そ
ん
な
自
分
に
向
け
て
、
今
年
の

目
標
を
一
言
、「
仕
事
を
追
い
ま
す
」
○Ｉ
 

編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記

【
お
断
わ
り
】　

今
回
は
新
年
号
と
し

て
編
集
の
た
め
、
１
月
１
日
付
で
発

刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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5

資 母 地区 
（但東） 

し ぼ 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある３０地区の宝を紹介します。 

坂津 

木村 太田 

西野々 

東里 

日向 

畑山 

如布 

虫生 

赤野 

口藤 坂野 

高龍寺 

赤花 

奥赤 

奥藤 

中藤 

　▲６２０ 
郷路岳 

251

252

　▲６９７ 
　　高龍寺ヶ岳 

東里ヶ岳 
　▲６６４ 

482

426

704

705

701

2

701

但東 

京都府 

たんたんトンネル 

　▲５２７ 
権現山 

▲６６１ 
磯砂山 

至野田川町 

至福知山市 

至出石 

至加悦町 

至京丹後市 

至加悦町 

江笠山 
　▲７２８ 

但東総合支所 

日本・モンゴル民族博物館 

農家民宿 

大師山 
　（みつばつつじ） 

チューリップ畑・ひまわり園 
庄屋屋敷 

鬼子母神 

赤花そばの郷 

日出神社 

亀ヶ城跡 

福寿の水 

蔵雲寺 

資母小学校 

赤野神社 
子午線公園・子午線塔 
資母体育館 

安牟加神社 
農家民宿 

農家民宿 
志水柿の水 子午線

クロ

ス
ライ ン

ご
うろ

資母地区 

●地区のいわれ
　資母地区は、我が国最初の漢和辞書である「和名
抄」に出てくる出石郡の郷名の一つとして記録され、
「 下 」と呼ばれていました。平安時代の役所跡と考

しも

えられる出石の袴狭遺跡からは「資母」と書かれた
土器が出土しています。同地区は、江戸時代後期か
ら伝統ある絹織物「但馬ちりめん」の産地として盛
えてきました。また、豊かな自然環境に恵まれた地
区には、福寿の水や志水柿の水などの名水や、多く
の神社や寺などが残っています。

●主な公共施設
・資母小学校・資母体育館

豊岡市 

▲日本・モンゴル民族博物館
　但東と交流が盛んなモンゴルの文
化や暮らしを紹介する博物館。移動
式住居「ゲル」や狩猟道具、楽器な
ど数千点を展示。民族衣装の試着も
できます。

▼農家民宿
　市内には５軒の農家民宿があり、
その内３軒が資母地区にあります。
昔ながらの田舎の雰囲気に触れなが
ら、田舎料理・どぶろくなどの食事
やそば打ち・豆腐作りなどの体験が
できる宿泊施設です。囲炉裏を囲ん
でゆっくりと田舎の味が楽しめます。

▲子午線公園・子午線塔
　日本標準時制定１００周年を記念し
て造られた子午線公園には、「太陽
の塔」と名付けられた三角形のモ
ニュメントがあり、日時計の機能を
備えています。近くには日本標準時
制定７５周年を記念して建設された東
経１３５度と北緯３５度３０分を示した子
午線塔があります。

▲チューリップ畑・ひまわり園
　毎年４月には、たんとうチューリッ
プまつりが開催され、チューリップで
描かれたフラワーアートは大人気で多
くの方が訪れます。また、８月には
この畑はひまわり園に模様替えしま
す。【写真：ユメハッチ（平成１２年）】

資母地区
●行政区数
　　　　　　１７地区
●人口　２，２１２人
　男性　１，０７２人
　女性　１，１４０人
●世帯数　７２３世帯
（平成１７年１２月１日現在）

●行政区

・ 如布 　・ 赤  野 　・ 虫生 
にょう あか の むしゅう

・ 坂  野 　・ 口  藤 　・ 中  藤 
さか の くち ふじ なか ふじ

・ 奥  藤 　・ 奥  赤 　・ 赤  花 
おく ふじ おく あか あか ばな

・ 坂  津 　・ 畑  山 　・
さか づ はた やま

 日向 
ひなだ

・ 東  里 　・ 木  村 　・ 太  田 
とう り き むら おお た

・ 西  野  々  ・ 高龍寺 
にし の の こうりゅうじ

▼赤花そばの郷
　赤花そばは地元で栽培・収穫し
たそばの実を使って作られ、つな
ぎを一切使用しないそば粉１００％
のそばです。そば独特の風味が豊
かで、抜群の舌触り、コシの強さ
が人気のヒミツです。予約をすれ
ばそば打ち体験もできます。


